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日
本
人
が
中
国
に
短
期
滞
在
す
る

際
の
ビ
ザ
免
除
措
置
の
復
活
が
遅
れ

て
い
る
。
カ
ギ
を
握
る
の
が
日
中
関

係
の
改
善
だ
。
か
つ
て
日
本
人
観
光

客
は
訪
中
外
国
人
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
が
、

日
本
以
外
の
国
で
そ
の
穴
が
埋
ま
り
つ
つ
あ
り
、
中
国
側
に

焦
り
は
見
ら
れ
な
い
。

　

中
国
内
陸
部
に
あ
る
河
南
省
安
陽
市
。
高
速
鉄
道
駅
か
ら

車
で
40
分
ほ
ど
走
る
と
、
農
村
部
の
中
に
真
新
し
い
観
光
施

設
が
現
れ
た
。「
三
国
志
」
の
英
雄
の
一
人
で
、
魏
の
実
質

創
始
者
で
あ
る
曹
操
の
墓
の
上
に
2
0
2
3
年
に
開
業
し
た

「
曹
操
高
陵
遺
跡
博
物
館
」
だ
。

　

三
国
志
は
日
本
で
も
根
強
い
人
気
を
誇
る
。
施
設
の
一
部
に

は
日
本
語
表
記
も
あ
っ
た
が
、
地
元
タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
「
日

本
人
客
を
乗
せ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
話
し
た
。
河
南

省
に
は
洛
陽
市
、
許
昌
市
な
ど
三
国
志
ゆ
か
り
の
地
域
が
数

多
い
が
、
記
者
が
8
月
の
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
各
地
の
観
光
地

を
回
っ
て
も
、
日
本
語
が
聞
こ
え
て
く
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

　

日
本
か
ら
の
観
光
客
減
は
、
ビ
ザ
免
除
措
置
の
復
活
の
遅

れ
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
中
国
政
府
は
以
前
、
観
光
や

出
張
目
的
の
15
日
以
内
の
滞
在
で
は
日
本
人
の
ビ
ザ
を
免
除

し
、
こ
れ
が
多
く
の
旅
行
者
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
で
免
除
措
置
が
停

止
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
後
は
復
活
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
中
国
政
府
は
欧
州
の
一
部
や
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
に
認
め
て
い
な
か
っ

た
同
様
の
短
期
ビ
ザ
免
除
措
置
を
続
々
と
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
中
国
政
府
の
統
計
に
よ
る
と
、
24
年
4
～
6
月

期
の
外
国
人
訪
中
客
は
コ
ロ
ナ
前
の
19
年
水
準
の
96
・
3
％
、

旅
行
者
の
サ
ー
ビ
ス
支
出
額
は
同
99
・
9
％
ま
で
回
復
。「
日

本
抜
き
」
で
訪
中
旅
行
需
要
は
埋
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

中
国
政
府
は
、
日
本
へ
の
免
除
措
置
復
活
が
遅
れ
る
現
状

に
つ
い
て
「
中
日
関
係
の
全
体
の
雰
囲
気
や
、
直
面
し
て
い

る
困
難
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
」（
呉
江
浩
・
駐
日
大
使
）

と
突
き
放
す
。中
国
当
局
に
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
二
階
俊
博
・

自
民
党
元
幹
事
長
は
8
月
末
に
訪
中
し
た
が
、
習
近
平
国
家

主
席
と
は
会
談
で
き
ず
、「
ビ
ザ
問
題
は
全
然
進
ん
で
い
な

い
」（
日
系
大
手
メ
ー
カ
ー
首
脳
）
と
の
見
方
が
多
い
。
9

月
末
の
自
民
党
総
裁
選
を
経
て
新
政
権
は
中
国
側
と
の
交
渉

を
加
速
し
、
事
態
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ビ
ザ
免

除
措
置
の
復
活
は
、
日
中
関
係
の
改
善
度
合
い
を
占
う
重
要

な
物
差
し
と
な
る
。

小倉　祥徳

消
え
た
日
本
人
観
光
客


